
　
想
い
も
よ
ら
ぬ
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
予
定
よ
り
三
ヶ
月
遅
れ
と
は
い
え
、
西

国
三
十
三
所
展
が
無
事
に
開
催
で
き
た
こ
と
は
、
主
催
者
・
観
覧
者
と
も
に

大
い
な
る
喜
び
で
あ
っ
た
ろ
う
。
西
国
観
音
霊
場
三
十
三
札
所
寺
院
を
テ
ー

マ
と
す
る
展
覧
会
は
、
実
は
今
回
が
四
度
目
で
、
最
初
に
大
阪
で
開
催
さ
れ

た
展
覧
会
の
担
当
と
い
う
理
由
で
、
筆
者
が
こ
の
欄
の
執
筆
者
に
選
ば
れ
た

よ
う
だ
。

　
そ
の
一
回
目
は
一
九
八
七
年
大
阪
市
立
美
術
館
に
て
、
花
山
法
皇
中
興

一
千
年
記
念
と
し
て
の
展
観
、
二
回
目
は
一
九
九
五
年
、
東
京
池
袋
に
あ
っ

た
東
武
美
術
館
と
京
都
文
化
博
物
館
と
の
巡
回
で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
、
三

回
目
が
二
〇
〇
八
年
奈
良
国
立
博
物
館
と
名
古
屋
市
博
物
館
に
て
、
花
山
法

皇
一
千
年
遠
忌
を
記
念
し
て
の
開
催
で
、
四
回
目
の
今
回
が
、
徳
道
上
人
に

よ
る
草
創
一
三
〇
〇
年
を
記
念
し
て
の
開
催
で
あ
っ
た
。
同
一
テ
ー
マ
の
展

覧
会
が
四
回
あ
る
と
、
そ
れ
ら
を
比
較
検
討
、
分
析
し
た
が
る
の
は
学
芸
員

の
悪
い
癖
、
三
十
三
所
の
至
宝
や
巡
礼
の
魅
力
を
語
っ
て
ほ
し
い
の
だ
ろ
う

な
と
想
像
し
つ
つ
も
、
こ
こ
は
筆
者
の
身
勝
手
に
お
付
き
合
い
頂
け
た
ら
と

思
う
。

　
四
回
の
展
覧
会
を
と
お
し
て
、
ま
ず
目
に
止
ま
る
の
は
、
毎
回
新
発
見
の

文
化
財
が
複
数
加
わ
り
、
何
度
開
催
し
て
も
観
覧
者
を
飽
き
さ
せ
な
い
こ
と

で
あ
る
。
例
え
ば
二
回
目
で
は
、
清
水
寺
の
参
詣
曼
荼
羅
や
播
磨
清
水
寺
の

大
字
法
華
経
（
新
指
定
重
文
）、
華
厳
寺
の
刺
繡
本
西
国
三
十
三
所
観
音
像
な

ど
が
新
た
に
出
品
さ
れ
た
。
三
回
目
で
は
さ
ら
に
、
圓
教
寺
の
か
つ
て
の
札

所
本
尊
で
あ
る
如
意
輪
観
音
坐
像
、
そ
し
て
開
山
の
性
空
上
人
坐
像
を
は
じ

め
、
施
福
寺
か
ら
は
空
海
所
縁
の
「
舳
先
観
音
」
と
伝
承
さ
れ
る
千
手
観
音

立
像
と
千
手
陀
羅
尼
経
、
清
水
寺
奥
院
本
尊
の
千
手
観
音
坐
像
（
新
指
定
重

文
）、
善
峯
寺
の
法
華
経
安
楽
行
品
な
ど
が
初
出
品
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
今
回

 
二
〇
二
一
年

 
一
・
二
・
三
月
号

は
六
角
堂
頂
法
寺
の
如
意
輪
観
音
坐
像
二
軀
を
は
じ
め
、粉
河
寺
本
堂
の
「
裏

観
音
」
千
手
観
音
立
像
、
宝
厳
寺
の
聖
観
音
立
像
、
六
波
羅
蜜
寺
の
陸
信
忠

筆
十
王
図
な
ど
が
新
規
出
品
で
あ
っ
た
。
ま
た
番
外
札
所
、
元
慶
寺
の
梵
天
・

帝
釈
天
立
像
は
、
修
復
を
終
え
て
本
来
の
素
晴
ら
し
い
姿
を
見
せ
て
く
れ
た
。

三
十
三
所
寺
院
の
宝
物
の
懐
の
深
さ
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。

　
次
に
注
目
す
べ
き
は
、
章
立
て
や
図
録
掲
載
の
論
文
選
定
と
い
っ
た
全
体

構
成
に
関
わ
る
点
で
あ
る
。
二
回
目
で
は
、
観
音
信
仰
研
究
の
大
家
・
故
速

水
侑
先
生
と
、
京
都
文
博
の
学
芸
員
・
大
塚
活
美
氏
に
よ
る
歴
史
系
の
各
論

二
本
が
掲
載
さ
れ
た
の
が
特
徴
で
あ
ろ
う
。
ま
た
三
回
目
で
は
、
密
教
学
の

権
威
・
故
頼
富
本
宏
先
生
の
総
論
に
加
え
、「
第
四
章
　
法
華
経
」
と
「
第
六

章
　
浄
土
」
の
テ
ー
マ
が
立
て
ら
れ
、
観
音
信
仰
を
ア
ジ
ア
全
般
か
ら
捉
え

よ
う
と
い
う
新
た
な
る
視
点
が
付
加
さ
れ
た
。
そ
し
て
今
回
は
、
徳
道
に
よ

る
地
獄
巡
り
の
説
話
に
ち
な
み
、
補
陀
落
浄
土
の
対
極
に
あ
る
「
第
二
章
　

地
獄
の
す
が
た
」
が
設
定
さ
れ
た
。
ま
た
「
第
四
章
　
聖
地
へ
の
い
ざ
な
い
」

で
は
、
各
札
所
の
参
詣
曼
荼
羅
が
、
伽
藍
の
再
興
を
促
す
古
文
書
と
と
も
に

展
示
さ
れ
た
の
が
新
し
い
試
み
と
い
え
、
こ
れ
は
図
録
冒
頭
の
総
論
「
中
世

の
文
字
資
料
か
ら
み
た
西
国
三
十
三
所
」
と
と
も
に
、
主
担
者
で
あ
る
羽
田

聡
氏
の
本
展
覧
会
に
か
け
る
思
い
入
れ
が
結
実
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
筆
者
が
第
一
回
目
の
展
覧
会
を
担
当
し
た
の
は
、
入
社
三
年
目
。
当
時
主

任
学
芸
員
で
あ
っ
た
故
阪
井
卓
さ
ん
の
も
と
で
、
若
造
が
好
き
な
よ
う
に
さ

せ
て
頂
い
た
。
こ
れ
以
降
、
三
十
三
所
の
札
所
寺
院
の
皆
さ
ん
か
ら
頂
戴
し

た
ご
厚
情
は
計
り
知
れ
な
い
。
何
度
展
覧
会
を
開
催
し
て
も
色
褪
せ
ず
、
次

か
ら
次
へ
と
新
発
見
の
宝
物
が
見
出
さ
れ
、
様
々
な
新
視
点
を
我
々
に
提
供

し
続
け
て
く
れ
る
三
十
三
所
寺
院
。
さ
て
次
は
い
つ
、
ど
ん
な
展
覧
会
に
な

る
の
か
、
今
か
ら
楽
し
み
で
あ
る
。

表紙：国宝　山越阿弥陀図　京都国立博物館／国宝　蓮池水禽図（部分）　俵屋宗達筆　京都国立博物館／交趾釉牛置物（紫）　永樂得全作　鴻池善右衛門氏寄贈　京都国立博物館／
国宝　金剛般若経開題残巻（部分）　空海筆　京都国立博物館／国宝　鑑真和上坐像　奈良・唐招提寺（通期展示）／
重要文化財　東征伝絵巻　巻二（部分）　奈良・唐招提寺（通期展示、巻替あり＜この場面は 3月27日～ 4月18日展示＞）

【
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ト
ナ
ー
一
覧
】 

※
令
和
２
年
12
月
末
現
在

京
都
国
立
博
物
館
の
賛
助
会
員
制
度
で
す
。
当
館

の
活
動
に
つ
い
て
幅
広
く
ご
支
援
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

三
州
ペ
イ
ン
ト
株
式
会
社
／

有
限
会
社
竹
内
美
術
店
／
土
屋 

和
之
／

株
式
会
社SC

REEN

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
／

株
式
会
社 

俄
／N

ISSH
A

株
式
会
社
／

彌
榮
自
動
車
株
式
会
社
／

学
校
法
人　

二
本
松
学
院

【
キ
ャ
ン
パ
ス
メ
ン
バ
ー
ズ
一
覧
】

※
令
和
２
年
12
月
末
現
在

会
員
で
あ
る
大
学
や
専
修
学
校
の
学
生
お
よ
び
職

員
の
皆
様
に
、
当
館
名
品
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
無
料
で

観
覧
い
た
だ
け
る
機
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
特
典
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

確
認
下
さ
い
。

学
校
法
人　

瓜
生
山
学
園
／

国
立
大
学
法
人　

大
阪
大
学
／

大
阪
大
谷
大
学
／
大
谷
大
学
／

大
手
前
大
学
／
学
校
法
人　

関
西
大
学
／

学
校
法
人　

関
西
学
院
／
京
都
大
学
／

学
校
法
人　

京
都
外
国
語
大
学
／

国
立
大
学
法
人　

京
都
教
育
大
学
／

京
都
工
芸
繊
維
大
学
／

学
校
法
人　

京
都
産
業
大
学
／

学
校
法
人　

京
都
女
子
学
園
／

京
都
市
立
芸
術
大
学
／
京
都
精
華
大
学
／

京
都
橘
大
学
／
京
都
府
立
大
学
／

近
畿
大
学
／
嵯
峨
美
術
大
学
／

国
立
大
学
法
人　

滋
賀
大
学
／

四
天
王
寺
大
学
／
就
実
大
学
／

成
安
造
形
大
学
／
帝
塚
山
大
学
／

学
校
法
人　

同
志
社
／
奈
良
大
学
／

奈
良
女
子
大
学
／

奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
／

学
校
法
人　

二
本
松
学
院
／
花
園
大
学
／

佛
教
大
学
／
学
校
法
人　

立
命
館
／

龍
谷
大
学
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3 

F- 

1  

【
日
本
と
東
洋
の
や
き
も
の
】

12 
月
19 
日
（
土
）〜
令
和
３
年
２
月
28
日
（
日
）

＊
3
月
２
日
～
７
日
は
閉
室

 

3 

F- 

2  

考
古

【
令
和
二
年
度　

考
古
資
料
相
互
活
用
促
進
事
業

  

九
州
と
近
畿
の
弥
生
・
古
墳
時
代

─
弥
生
土
器
の
成
立
と
埴
輪
・
須
恵
器
─
】

12 
月
19 
日
（
土
）〜
令
和
３
年
２
月
28
日
（
日
）

＊
3
月
２
日
～
７
日
は
閉
室

　

京
都
国
立
博
物
館
で
は
令
和
二
年
度
に
福
岡
県
と
大
分
県

そ
し
て
大
阪
府
高
槻
市
と
の
間
で
考
古
遺
物
を
相
互
に
貸
し

借
り
す
る
事
業
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。（
写
真
１
）
は
福
岡

県
糸
島
市
三
雲
遺
跡
で
出
土
し
た
弥
生
時
代
中
期
の
広
口
の

壺
で
す
。
赤
色
に
塗
ら
れ
た
端
正
な
形
は
北
部
九
州
を
代
表
す

る
須
玖
式
土
器
で
す
。
そ
の
影
響
は
福
岡
県
を
越
え
て
広
が
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
（
写
真
２
）
は
大
分
市
北
ノ
後
遺
跡
か
ら
出

土
し
た
弥
生
時
代
後
期
の
壺
（
安
国
寺
式
）
で
す
。
東
九
州
の

弥
生
時
代
後
期
を
代
表
す
る
装
飾
の
多
い
土
器
で
す
。
そ
の

他
、
大
阪
府
高
槻
市
か
ら
お
借
り
し
た
弥
生
土
器
や
大
型
の
人

物
埴
輪
（
写
真
３
）・
動
物
埴
輪
を
展
示
い
た
し
ま
す
。
弥
生

土
器
や
須
恵
器
・
埴
輪
な
ど
古
代
人
の
つ
く
っ
た
多
様
な
か
た

ち
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
宮
川
禎
一
）

 

2 

F   

【
特
別
企
画　

文
化
財
修
理
の
最
先
端
】

12 
月
19 
日
（
土
）〜
令
和
３
年
１
月
31
日
（
日
）

【
特
別
企
画　

新
聞
人
の
ま
な
ざ
し

─
上
野
有
竹
と
日
中
書
画
の
名
品
─
】

令
和
３
年
２
月
２
日
（
火
）〜
３
月
７
日
（
日
）

 

1 

F- 

1  

彫
刻

【
特
別
企
画　

文
化
財
修
理
の
最
先
端
】

12 
月
19 
日
（
土
）〜
令
和
３
年
１
月
31
日
（
日
）

【
日
本
の
彫
刻
】

12 
月
19 
日
（
土
）〜
令
和
３
年
３
月
７
日
（
日
）

 

1 

F- 

2  

特
別
展
示
室

【
新
春
特
集
展
示　

丑
づ
く
し

─
干
支
を
愛
で
る
─
】

12 
月
19 
日
（
土
）〜
令
和
３
年
１
月
31
日
（
日
）

【
特
集
展
示　

雛
ま
つ
り
と
人
形
】

令
和
３
年
２
月
９
日
（
火
）〜
３
月
７
日
（
日
）

 

1 

F- 

3 . 

4  

【
特
別
企
画　

文
化
財
修
理
の
最
先
端
】

12 
月
19 
日
（
土
）〜
令
和
３
年
１
月
31
日
（
日
）

【
特
集
展
示　

国
宝
「
日
本
書
紀
」
と

東
ア
ジ
ア
の
古
典
籍
】

令
和
３
年
２
月
４
日
（
木
）〜
２
月
28
日
（
日
）

＊
3
月
２
日
～
７
日
は
閉
室

 

1 

F- 

5        

【
特
別
企
画　

文
化
財
修
理
の
最
先
端
】

12 
月
19 
日
（
土
）〜
令
和
３
年
１
月
31
日
（
日
）

【
小
品
を
愛
で
る
】

令
和
３
年
２
月
２
日
（
火
）〜
２
月
28
日
（
日
）

＊
3
月
２
日
～
７
日
は
閉
室

 

1 

F- 

6  

漆
工

【
漆
器
を
守
り
伝
え
る
─
修
復
の
成
果
─
】  

12 
月
19 
日
（
土
）〜
令
和
３
年
１
月
31
日
（
日
）

【
近
世
グ
ロ
ー
カ
ル
蒔
絵
】

令
和
３
年
２
月
２
日
（
火
）〜
２
月
28
日
（
日
）

＊
3
月
２
日
～
７
日
は
閉
室

平
成
知
新
館

名
品
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

恒
例
の
干
支
・
丑
に
ち
な
む
新
春
の
特
集
展

示
で
す
。
動
物
の
家
畜
化
は
約
一
万
年
前
か
ら

始
ま
り
、
牛
は
犬
・
山や

羊ぎ

・
羊
・
豚
に
次
い
で

共
に
暮
ら
す
存
在
に
な
り
ま
し
た
。

　

古
代
東
ア
ジ
ア
の
中
国
漢
代
で
は
、
富
の
象

徴
や
十
二
支
の
一
つ
と
し
て
登
場
し
ま
す
。
日

本
で
は
古
墳
時
代
に
伝
来
し
、
平
安
時
代
に
は

神
仏
と
も
結
び
つ
い
て
信
仰
が
拡
が
り
ま
し

た
。
中
世
以
降
の
禅
宗
で
は
、
人
物
と
の
組
合

せ
で
悟
り
に
至
る
過
程
を
表
す
十
牛
図
な
ど
で

仏
道
を
伝
え
る
役
割
も
果
た
し
て
ゆ
き
ま
す
。

近
世
に
は
、
生
命
力
を
表
現
す
る
力
強
い
作
品

も
現
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
多
様
な
牛
の
姿
を
愛
ら
し
い
描

写
・
造
形
か
ら
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
作
品
で
ご
紹

介
し
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
「
牛
」
た
ち
と
新
春

の
一
時
を
過
ご
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
古
谷　

毅
）

　

京
都
国
立
博
物
館
の
敷
地
内
に
併
設
さ
れ
て
い
る
文
化
財
保
存

修
理
所
は
、
指
定
文
化
財
を
安
全
に
修
理
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
昭
和
五
十
五
年

（
一
九
八
〇
）
七
月
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
公
営
修
復
施
設
と
し
て
は
日
本
で
初
め

て
の
も
の
で
あ
り
、
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
に
は
開
所
四
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
、
近
年
修
復
さ
れ
た
文
化
財
の
な
か
で
も
特
に
注
目
さ
れ
る
作
品
を
、

以
下
の
よ
う
な
構
成
で
展
示
い
た
し
ま
す
。

Ⅰ 

表
具
の
価
値
―
文
化
財
と
し
て
の
表
装
―

Ⅱ 

修
理
が
も
た
ら
し
た
奇
跡
―
修
復
で
得
ら
れ
た
発
見
―

Ⅲ 

最
新
の
修
復
成
果
―
ベ
ス
ト
な
修
理
を
目
指
し
て
―

Ⅳ 

彫
刻
の
修
理

Ⅴ 

修
理　

い
ま
む
か
し
―
過
去
か
ら
未
来
へ
―

　

日
本
の
文
化
財
は
大
半
が
脆
弱
な
有
機
物
を
素
材
と
し
て
お
り
、
約
一
〇
〇
年
に

一
度
は
定
期
的
な
修
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
異
な
る
素
材
を
複
合
さ
せ

な
が
ら
発
達
し
た
日
本
の
修
復
技
術
は
、
古
い
作
品
を
大
切
に
し
、
後
世
へ
伝
え
よ

う
と
す
る
人
々
の
心
と
日
本
の
自
然
が
生
み
出
し
た
、
人
文
遺
産
そ
の
も
の
で
す
。

　

こ
の
特
別
企
画
で
は
、
世
代
を
超
え
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
文
化
財
を
、
文
化
財

修
理
と
い
う
切
り
口
か
ら
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。　

（
大
原
嘉
豊
）

新
春
特
集
展
示

丑う

し

づ
く
し─干

支
を
愛
で
る
─

仏
教
美
術
研
究
上
野
記
念
財
団
設
立
五
十
周
年
記
念  

特
別
企
画

新
聞
人
の
ま
な
ざ
し

─
上
野
有
竹
と
日
中
書
画
の
名
品
─

12 
月
19 
日
（
土
）〜
令
和
３
年
１
月
31
日
（
日
）

【
平
成
知
新
館
１
Ｆ
─
２
】

令
和
３
年
２
月
２
日
（
火
）〜
３
月
７
日
（
日
）

【
平
成
知
新
館
２
Ｆ
】

交趾釉牛置物（紫）　永樂得全作
鴻池善右衛門氏寄贈　京都国立博物館

国宝　金剛般若経開題残巻（部分）　空海筆　京都国立博物館

国宝　蓮池水禽図　俵屋宗達筆
京都国立博物館

文
化
財
保
存
修
理
所
開
所
四
十
周
年
記
念  

特
別
企
画

文
化
財
修
理
の
最
先
端

12 
月
19 
日
（
土
）〜
令
和
３
年
１
月
31
日
（
日
）

【
平
成
知
新
館
２
Ｆ
、
１
Ｆ
─
１
・
３
〜
５
】

　

大
阪
朝
日
新
聞（
現
朝
日
新
聞
）の
創
業
者
の
一
人
で
あ
る
上
野
理
一
氏（
一
八
四
八

～
一
九
一
九
）
は
「
有
竹
」
の
号
を
も
ち
、
日
本
と
中
国
の
美
術
品
収
集
で
名
を
は

せ
た
稀
代
の
コ
レ
ク
タ
ー
で
も
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
に
ご

子
息
で
朝
日
新
聞
社
の
社
長
を
つ
と
め
た
精
一
氏
の
尽
力
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
仏
教

美
術
研
究
上
野
記
念
財
団
が
設
立
五
十
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
本
展
で

は
有
竹
ゆ
か
り
の
絵
画
や
書
跡
作
品
お
よ
そ
五
十
件
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

　

仏
教
美
術
研
究
上
野
記
念
財
団
は
、上
野
精
一
氏
が
父
・
有
竹
か
ら
引
き
継
い
だ「
山

越
阿
弥
陀
図
」（
国
宝
）
を
国
へ
売
却
し
、
そ
の
全
金
額
を
原
資
と
し
て
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
仏
教
美
術
の
研
究
調
査
や
若
手
研
究
者
へ
の
助
成
を
事
業
の
柱
と
し
、
今
日

に
い
た
る
ま
で
日
本
の
美
術
史
研
究
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
財
団
設
立
の
契
機
と
な
っ
た
「
山
越
阿
弥
陀
図
」
を
は
じ
め
有
竹
が

収
集
の
初
期
に
関
心
を
寄
せ
た
仏
教
絵
画
は
も
ち
ろ
ん
、王お

う

羲ぎ

之し

「
十
七
帖
」（
宋
拓
）

や
惲う

ん

寿じ
ゅ

平へ
い

筆
「
花か

隖お

夕せ
き

陽よ
う

図ず

」（
重
要
文
化
財
）
な
ど
上
野
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
核
を

な
す
中
国
の
絵
画
や
書
跡
、
典
籍
を
展
観
し
ま
す
。
さ
ら
に
は
岡
田
半
江
筆
「
住
吉

真
景
図
巻
」（
重
要
美
術
品
）
な
ど
、
現
在
で
は
各
所
に
分
散
し
た
有
竹
旧
蔵
の
日
本

美
術
の
名
品
も
そ
ろ
い
ま
す
。

　

上
野
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
展
示
で
は
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
に
当
館
で
開

催
し
た
特
別
展
覧
会
「
上
野
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
寄
贈
五
十
周
年
記
念　

筆
墨
精
神
―
中

国
書
画
の
世
界
―
」
か
ら
お
よ
そ
十
年
ぶ
り
の
大
規
模
な
も
の
と
な
り
ま
す
。
日
本

美
術
の
源
流
を
見
据
え
て
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成
し
た
上
野
有
竹
の
ま
な
ざ
し
と
、 

精
一
氏
が
道
筋
を
つ
け
た
財
団
の
活
動
に
つ
い
て
、
日
本
と
中
国
美
術
の
名
品
を
と

お
し
て
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。　
　
　
　
　
（
呉　

孟
晋
）

● 

京
博
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「
お
う
ち
で
楽
し
む
京
博
」

お
う
ち
で
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
京
博

の
ウ
ェ
ブ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ま
と
め
て
ご

紹
介
し
て
い
ま
す
。

京
博
Ｐ
Ｒ
大
使
・
ト
ラ
り
ん
の
「
虎
ブ

ロ
グ
」
や
「
ト
ラ
り
ん
チ
ャ
ン
ネ
ル
展

覧
会
」
の
ほ
か
、
館
蔵
品
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ぬ
り
え
も
！
お
う

ち
で
も
京
博
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.kyohaku.go.jp/jp/

oshirase/post_200515.htm
l

● 

ジ
ュ
ニ
ア
版
音
声
ガ
イ
ド
の
ご
紹
介

名
品
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
有
料
で
四
言
語

の
音
声
ガ
イ
ド
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け

ま
す
が
、
こ
の
冬
か
ら
ジ
ュ
ニ
ア
版
が

登
場
し
ま
す
。

京
博
を
見
守
っ
て
き
た
庭
園
の
メ
タ
セ

コ
イ
ア
の
「
メ
タ
じ
い
」
と
、
博
物
館

に
は
じ
め
て
来
た
「
わ
か
ば
ち
ゃ
ん
」

が
展
示
作
品
に
つ
い

て
楽
し
く
お
話
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。



凝
然
国
師
没
後
七
〇
〇
年
【
特
別
展
】

鑑
真
和
上
と

戒
律
の
あ
ゆ
み

中
国
か
ら
地
位
を
棄
て
て
日
本
へ

す
べ
て
は
こ
の
高
僧
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た

3
F-

1

【
日
本
と
東
洋
の
や
き
も
の
】

12 
月
19 
日
（
土
）〜
令
和
３
年
２
月
28
日
（
日
）

＊
3
月
２
日
～
７
日
は
閉
室

3 

F- 

2 

考
古

【
令
和
二
年
度　

考
古
資
料
相
互
活
用
促
進
事
業

九
州
と
近
畿
の
弥
生
・
古
墳
時
代

─
弥
生
土
器
の
成
立
と
埴
輪
・
須
恵
器
─
】

12 
月
19 
日
（
土
）〜
令
和
３
年
２
月
28
日
（
日
）

＊
3
月
２
日
～
７
日
は
閉
室

　

京
都
国
立
博
物
館
で
は
令
和
二
年
度
に
福
岡
県
と
大
分
県

そ
し
て
大
阪
府
高
槻
市
と
の
間
で
考
古
遺
物
を
相
互
に
貸
し

借
り
す
る
事
業
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。（
写
真
１
）
は
福
岡

県
糸
島
市
三
雲
遺
跡
で
出
土
し
た
弥
生
時
代
中
期
の
広
口
の

壺
で
す
。
赤
色
に
塗
ら
れ
た
端
正
な
形
は
北
部
九
州
を
代
表
す

る
須
玖
式
土
器
で
す
。
そ
の
影
響
は
福
岡
県
を
越
え
て
広
が
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
（
写
真
２
）
は
大
分
市
北
ノ
後
遺
跡
か
ら
出

土
し
た
弥
生
時
代
後
期
の
壺
（
安
国
寺
式
）
で
す
。
東
九
州
の

弥
生
時
代
後
期
を
代
表
す
る
装
飾
の
多
い
土
器
で
す
。
そ
の

他
、
大
阪
府
高
槻
市
か
ら
お
借
り
し
た
弥
生
土
器
や
大
型
の
人

物
埴
輪
（
写
真
３
）・
動
物
埴
輪
を
展
示
い
た
し
ま
す
。
弥
生

土
器
や
須
恵
器
・
埴
輪
な
ど
古
代
人
の
つ
く
っ
た
多
様
な
か
た

ち
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
宮
川
禎
一
）

2 

F 

【
特
別
企
画　

文
化
財
修
理
の
最
先
端
】

12 
月
19 
日
（
土
）〜
令
和
３
年
１
月
31
日
（
日
）

【
特
別
企
画　

新
聞
人
の
ま
な
ざ
し

─
上
野
有
竹
と
日
中
書
画
の
名
品
─
】

令
和
３
年
２
月
２
日
（
火
）〜
３
月
７
日
（
日
）

1 

F- 

1 

彫
刻

【
特
別
企
画　

文
化
財
修
理
の
最
先
端
】

12 
月
19 
日
（
土
）〜
令
和
３
年
１
月
31
日
（
日
）

【
日
本
の
彫
刻
】

12 
月
19 
日
（
土
）〜
令
和
３
年
３
月
７
日
（
日
）

1
F-

2

特
別
展
示
室

【
新
春
特
集
展
示

丑
づ
く
し

─
干
支
を
愛
で
る
─
】

12 
月
19 
日
（
土
）〜
令
和
３
年
１
月
31
日
（
日
）

【
特
集
展
示

雛
ま
つ
り
と
人
形
】

令
和
３
年
２
月
９
日
（
火
）〜
３
月
７
日
（
日
）

1
F-
3.
4

【
特
別
企
画

文
化
財
修
理
の
最
先
端
】

12 
月
19 
日
（
土
）〜
令
和
３
年
１
月
31
日
（
日
）

【
特
集
展
示

国
宝
「
日
本
書
紀
」
と

東
ア
ジ
ア
の
古
典
籍
】

令
和
３
年
２
月
４
日
（
木
）〜
２
月
28
日
（
日
）

＊
3
月
２
日
～
７
日
は
閉
室

1
F-

5

【
特
別
企
画

文
化
財
修
理
の
最
先
端
】

12 
月
19 
日
（
土
）〜
令
和
３
年
１
月
31
日
（
日
）

【
小
品
を
愛
で
る
】

令
和
３
年
２
月
２
日
（
火
）〜
２
月
28
日
（
日
）

＊
3
月
２
日
～
７
日
は
閉
室

1
F-

6

漆
工

【
漆
器
を
守
り
伝
え
る
─
修
復
の
成
果
─
】

12 
月
19 
日
（
土
）〜
令
和
３
年
１
月
31
日
（
日
）

【
近
世
グ
ロ
ー
カ
ル
蒔
絵
】

令
和
３
年
２
月
２
日
（
火
）〜
２
月
28
日
（
日
）

＊
3
月
２
日
～
７
日
は
閉
室

仏
教
美
術
研
究
上
野
記
念
財
団
設
立
五
十
周
年
記
念

特
別
企
画

新
聞
人
の
ま
な
ざ
し

─
上
野
有
竹
と
日
中
書
画
の
名
品
─

令
和
３
年
２
月
２
日
（
火
）〜
３
月
７
日
（
日
）

【
平
成
知
新
館
２
Ｆ
】

　

大
阪
朝
日
新
聞（
現
朝
日
新
聞
）の
創
業
者
の
一
人
で
あ
る
上
野
理
一
氏（
一
八
四
八

～
一
九
一
九
）
は
「
有
竹
」
の
号
を
も
ち
、
日
本
と
中
国
の
美
術
品
収
集
で
名
を
は

せ
た
稀
代
の
コ
レ
ク
タ
ー
で
も
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
に
ご

子
息
で
朝
日
新
聞
社
の
社
長
を
つ
と
め
た
精
一
氏
の
尽
力
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
仏
教

美
術
研
究
上
野
記
念
財
団
が
設
立
五
十
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
本
展
で

は
有
竹
ゆ
か
り
の
絵
画
や
書
跡
作
品
お
よ
そ
五
十
件
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

　

仏
教
美
術
研
究
上
野
記
念
財
団
は
、上
野
精
一
氏
が
父
・
有
竹
か
ら
引
き
継
い
だ「
山

越
阿
弥
陀
図
」（
国
宝
）
を
国
へ
売
却
し
、
そ
の
全
金
額
を
原
資
と
し
て
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
仏
教
美
術
の
研
究
調
査
や
若
手
研
究
者
へ
の
助
成
を
事
業
の
柱
と
し
、
今
日

に
い
た
る
ま
で
日
本
の
美
術
史
研
究
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
財
団
設
立
の
契
機
と
な
っ
た
「
山
越
阿
弥
陀
図
」
を
は
じ
め
有
竹
が

収
集
の
初
期
に
関
心
を
寄
せ
た
仏
教
絵
画
は
も
ち
ろ
ん
、王お

う

羲ぎ

之し

「
十
七
帖
」（
宋
拓
）

や
惲う

ん

寿じ
ゅ

平へ
い

筆
「
花か

隖お

夕せ
き

陽よ
う

図ず

」（
重
要
文
化
財
）
な
ど
上
野
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
核
を

な
す
中
国
の
絵
画
や
書
跡
、
典
籍
を
展
観
し
ま
す
。
さ
ら
に
は
岡
田
半
江
筆
「
住
吉

真
景
図
巻
」（
重
要
美
術
品
）
な
ど
、
現
在
で
は
各
所
に
分
散
し
た
有
竹
旧
蔵
の
日
本

美
術
の
名
品
も
そ
ろ
い
ま
す
。

　

上
野
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
展
示
で
は
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
に
当
館
で
開

催
し
た
特
別
展
覧
会
「
上
野
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
寄
贈
五
十
周
年
記
念　

筆
墨
精
神
―
中

国
書
画
の
世
界
―
」
か
ら
お
よ
そ
十
年
ぶ
り
の
大
規
模
な
も
の
と
な
り
ま
す
。
日
本

美
術
の
源
流
を
見
据
え
て
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成
し
た
上
野
有
竹
の
ま
な
ざ
し
と
、

精
一
氏
が
道
筋
を
つ
け
た
財
団
の
活
動
に
つ
い
て
、
日
本
と
中
国
美
術
の
名
品
を
と

お
し
て
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。　
　
　
　
　
（
呉　

孟
晋
）

国宝　山越阿弥陀図　京都国立博物館

十七帖（宋拓）　王羲之　
上野有竹収集・上野精一氏寄贈　京都国立博物館

重要文化財　古今和歌集　巻下（寂恵本）

重要文化財　花　夕陽図　惲寿平筆　上野有竹収集・上野精一氏寄贈　京都国立博物館

●
京
博
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「
お
う
ち
で
楽
し
む
京
博
」

お
う
ち
で
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
京
博

の
ウ
ェ
ブ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ま
と
め
て
ご

紹
介
し
て
い
ま
す
。

京
博
Ｐ
Ｒ
大
使
・
ト
ラ
り
ん
の
「
虎
ブ

ロ
グ
」
や
「
ト
ラ
り
ん
チ
ャ
ン
ネ
ル
展

覧
会
」
の
ほ
か
、
館
蔵
品
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ぬ
り
え
も
！
お
う

ち
で
も
京
博
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.kyohaku.go.jp/jp/

oshirase/post_200515.htm
l

●
ジ
ュ
ニ
ア
版
音
声
ガ
イ
ド
の
ご
紹
介

名
品
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
有
料
で
四
言
語

の
音
声
ガ
イ
ド
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け

ま
す
が
、
こ
の
冬
か
ら
ジ
ュ
ニ
ア
版
が

登
場
し
ま
す
。

京
博
を
見
守
っ
て
き
た
庭
園
の
メ
タ
セ

コ
イ
ア
の
「
メ
タ
じ
い
」
と
、
博
物
館

に
は
じ
め
て
来
た
「
わ
か
ば
ち
ゃ
ん
」

が
展
示
作
品
に
つ
い

て
楽
し
く
お
話
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

©アコースティガイド・ジャパン

ジ
ュ
ニ
ア
版
音
声
ガ
イ
ド
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・

メ
タ
じ
い
と
わ
か
ば
ち
ゃ
ん

右
か
ら
／
（
写
真
１
）
弥
生
土
器　

壺　

糸
島
市
三
雲
遺
跡　

九
州
歴
史
資
料

館　
（
写
真
２
）
弥
生
土
器　

壺　

大
分
市
北
ノ
後
遺
跡　

大
分
県
立
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー
（
写
真
３
）
埴
輪　

男
子
（
力
士
）　

高
槻
市
郡
家
新
町
今
城

塚
古
墳　

高
槻
市
立
今
城
塚
古
代
館

（
写
真
１
）

（
写
真
2
）

（写真 3）

が
ん
じ
ん



　

鑑が
ん

真じ
ん

（
六
八
八
～
七
六
三
）
は
、
中
国
・
唐
時
代
の
高
僧
で
、
律
の
大
家

と
し
て
尊
敬
を
集
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
本
で
の
戒
律
の
整
備
を
目
指

し
て
い
た
聖
武
天
皇
の
意
を
受
け
た
日
本
僧
・
栄よ

う

叡え
い

、普ふ

照
し
ょ
う

よ
り
懇
請
さ
れ
、

そ
の
地
位
を
な
げ
う
ち
、
五
度
の
日
本
へ
の
渡
航
失
敗
と
失
明
を
も
の
と
も

せ
ず
、
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）、
六
度
目
に
し
て
よ
う
や
く
日
本
の
地

を
踏
み
ま
し
た
。
そ
の
後
、
唐
招
提
寺
を
拠
点
に
、
中
国
正
統
の
律
の
教
え

を
日
本
に
定
着
さ
せ
、
日
本
仏
教
の
質
を
飛
躍
的
に
高
め
ま
し
た
。

　

律
と
は
、
僧
侶
の
集
団
生
活
を
行
う
上
で
生
じ
た
問
題
点
を
弟
子
が
釈
迦

に
聞
い
た
も
の
が
、
各
部
派
で
整
理
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
で
す
。
仏
教
が
中

国
に
伝
わ
っ
た
際
に
も
、
律
は
僧
侶
の
あ
る
べ
き
姿
を
示
す
も
の
と
し
て
重

視
さ
れ
ま
し
た
。
戒
律
を
学
ぶ
こ
と
は
、
僧
侶
と
は
何
か
、
仏
教
と
は
何
か

を
問
い
直
す
こ
と
で
も
あ
り
、
日
本
が
社
会
変
動
を
迎
え
る
た
び
に
、
幾
多

の
名
僧
が
戒
律
に
注
目
し
、
仏
教
の
革
新
運
動
を
起
こ
し
ま
し
た
。

特
に
鎌
倉
時
代
に
は
、
唐
招
提
寺
の
覚か

く

盛じ
ょ
う（
一
一
九
四
～
一
二
四
九
）、

西
大
寺
の
叡え

い

尊そ
ん

（
一
二
〇
一
～
一
二
九
〇
）、
泉
涌
寺
の
俊

し
ゅ
ん　
（
一
一
六
六

～
一
二
二
七
）を
は
じ
め
、
没
後
七
〇
〇
年
を
迎
え
る
凝

ぎ
ょ
う

然ね
ん

（
一
二
四
〇
～

一
三
二
一
）な
ど
の
英
傑
が
登
場
し
、
戒
律
の
精
神
に
も
と
づ
き
社
会
福
祉

事
業
な
ど
を
行
い
広
範
な
支
持
を
集
め
ま
し
た
。
ま
た
、近
世
に
お
い
て
も
、

明
み
ょ
う

忍に
ん

（
一
五
七
六
～
一
六
一
〇
）
や
慈じ

雲う
ん

（
一
七
一
八
～
一
八
〇
五
）
な

ど
に
よ
っ
て
重
要
な
律
の
復
興
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
日
本
仏
教
の
恩
人
と
言
う
べ
き
鑑
真
の
遺
徳
を
偲
ぶ
と
と
も

に
、
戒
律
の
お
し
え
が
日
本
で
た
ど
っ
た
あ
ゆ
み
を
、
以
下
の
構
成
で
ご
紹

介
し
ま
す
。

第
一
章　

戒
律
の
ふ
る
さ
と
―
南
山
大
師
道
宣
に
至
る
み
ち
す
じ
―

第
二
章　

鑑
真
和
上
来
日
―
鑑
真
の
生
涯
と
唐
招
提
寺
の
創
建
―

第
三
章

日
本
に
お
け
る
戒
律
思
想
の
転
換
点
―
最
澄
と
空
海
―

第
四
章

日
本
に
お
け
る
戒
律
運
動
の
最
盛
期
―
鎌
倉
新
仏
教
と
社
会
運
動

第
五
章

近
世
に
お
け
る
律
の
復
興

ま
た
、
国
宝
「
鑑
真
和
上
坐
像
」（
奈
良
・
唐
招
提
寺
）
に
つ
い
て
は
、

寺
外
で
の
公
開
は
十
二
年
ぶ
り
、
京
都
国
立
博
物
館
で
は
昭
和
五
十
一
年

（
一
九
七
六
）の「
日
本
国
宝
展
」以
来
、四
十
五
年
ぶ
り
に
展
示
い
た
し
ま
す
。

天
平
彫
刻
の
な
か
で
も
群
を
抜
い
た
写
実
表
現
で
、
ま
る
で
生
け
る
が
ご
と

く
あ
ら
わ
さ
れ
た
鑑
真
和
上
の
姿
を
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
大
原
嘉
豊
）

凝
然
国
師
没
後
七
〇
〇
年
【
特
別
展
】

鑑
真
和
上
と

戒
律
の
あ
ゆ
み

令
和
３
年
３
月
27
日
（
土
）〜
５
月 
16 
日
（
日
）

［
主
な
展
示
替
］
前
期
：
３
月
27
日（
土
）〜
４
月
18
日（
日
）

後
期
：
４
月
20
日（
火
）〜
５
月

16 
日（
日
）

※
会
期
中
、一
部
の
作
品
は
右
記
以
外
に
も
展
示
替
を
行
い
ま
す
。

【
平
成
知
新
館
】

国宝　鑑真和上坐像　奈良・唐招提寺（通期展示）

じ
ょ
う

中
国
か
ら
地
位
を
棄
て
て
日
本
へ

す
べ
て
は
こ
の
高
僧
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た

国宝　興正菩薩（叡尊）坐像　善春作　奈良・西大寺（後期展示）

多
く
の
弟
子
を
持
っ
た
大
社
会
福
祉
事
業
家

諡
号
は
興
正
菩
薩

鑑
真

凝
然

重要文化財　『南山教義章』巻第二十九（『華厳孔目章発悟記』巻第二十一紙背）（部分）　凝然筆　京都国立博物館（通期展示）

現
代
で
も
通
用
す
る
仏
教
史

概
説『
八
宗
綱
要
』の
著
者

知
る
人
ぞ
知
る
大
学
者

狼溝浦で難破する鑑真一行　重要文化財　東征伝絵巻　巻二（部分）　奈良・唐招提寺（通期展示、巻替あり〈この場面は 3月27日～4月18日展示〉）

国宝　法然上人絵伝（部分）　巻十　京都・知恩院（後期展示）
後鳥羽院への授戒をおこなう法然

3
F-

1

【
日
本
と
東
洋
の
や
き
も
の
】

12 
月
19 
日
（
土
）〜
令
和
３
年
２
月
28
日
（
日
）

＊
3
月
２
日
～
７
日
は
閉
室

3
F-

2

考
古

【
令
和
二
年
度

考
古
資
料
相
互
活
用
促
進
事
業

九
州
と
近
畿
の
弥
生
・
古
墳
時
代

─
弥
生
土
器
の
成
立
と
埴
輪
・
須
恵
器
─
】

12 
月
19 
日
（
土
）〜
令
和
３
年
２
月
28
日
（
日
）

＊
3
月
２
日
～
７
日
は
閉
室

京
都
国
立
博
物
館
で
は
令
和
二
年
度
に
福
岡
県
と
大
分
県

そ
し
て
大
阪
府
高
槻
市
と
の
間
で
考
古
遺
物
を
相
互
に
貸
し

借
り
す
る
事
業
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。（
写
真
１
）
は
福
岡

県
糸
島
市
三
雲
遺
跡
で
出
土
し
た
弥
生
時
代
中
期
の
広
口
の

壺
で
す
。
赤
色
に
塗
ら
れ
た
端
正
な
形
は
北
部
九
州
を
代
表
す

る
須
玖
式
土
器
で
す
。
そ
の
影
響
は
福
岡
県
を
越
え
て
広
が
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
（
写
真
２
）
は
大
分
市
北
ノ
後
遺
跡
か
ら
出

土
し
た
弥
生
時
代
後
期
の
壺
（
安
国
寺
式
）
で
す
。
東
九
州
の

弥
生
時
代
後
期
を
代
表
す
る
装
飾
の
多
い
土
器
で
す
。
そ
の

他
、
大
阪
府
高
槻
市
か
ら
お
借
り
し
た
弥
生
土
器
や
大
型
の
人

物
埴
輪
（
写
真
３
）・
動
物
埴
輪
を
展
示
い
た
し
ま
す
。
弥
生

土
器
や
須
恵
器
・
埴
輪
な
ど
古
代
人
の
つ
く
っ
た
多
様
な
か
た

ち
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

（
宮
川
禎
一
）

2
F

【
特
別
企
画

文
化
財
修
理
の
最
先
端
】

12 
月
19 
日
（
土
）〜
令
和
３
年
１
月
31
日
（
日
）

【
特
別
企
画　

新
聞
人
の
ま
な
ざ
し

─
上
野
有
竹
と
日
中
書
画
の
名
品
─
】

令
和
３
年
２
月
２
日
（
火
）〜
３
月
７
日
（
日
）

1 

F- 

1 

彫
刻

【
特
別
企
画　

文
化
財
修
理
の
最
先
端
】

12 
月
19 
日
（
土
）〜
令
和
３
年
１
月
31
日
（
日
）

【
日
本
の
彫
刻
】

12 
月
19 
日
（
土
）〜
令
和
３
年
３
月
７
日
（
日
）

1 

F- 

2 

特
別
展
示
室

【
新
春
特
集
展
示　

丑
づ
く
し

─
干
支
を
愛
で
る
─
】

12 
月
19 
日
（
土
）〜
令
和
３
年
１
月
31
日
（
日
）

【
特
集
展
示　

雛
ま
つ
り
と
人
形
】

令
和
３
年
２
月
９
日
（
火
）〜
３
月
７
日
（
日
）

1 

F- 

3 . 

4 

【
特
別
企
画　

文
化
財
修
理
の
最
先
端
】

12 
月
19 
日
（
土
）〜
令
和
３
年
１
月
31
日
（
日
）

【
特
集
展
示　

国
宝
「
日
本
書
紀
」
と

東
ア
ジ
ア
の
古
典
籍
】

令
和
３
年
２
月
４
日
（
木
）〜
２
月
28
日
（
日
）

＊
3
月
２
日
～
７
日
は
閉
室

1 

F- 

5 

【
特
別
企
画　

文
化
財
修
理
の
最
先
端
】

12 
月
19 
日
（
土
）〜
令
和
３
年
１
月
31
日
（
日
）

【
小
品
を
愛
で
る
】

令
和
３
年
２
月
２
日
（
火
）〜
２
月
28
日
（
日
）

＊
3
月
２
日
～
７
日
は
閉
室

1 

F- 

6 

漆
工

【
漆
器
を
守
り
伝
え
る
─
修
復
の
成
果
─
】

12 
月
19 
日
（
土
）〜
令
和
３
年
１
月
31
日
（
日
）

【
近
世
グ
ロ
ー
カ
ル
蒔
絵
】

令
和
３
年
２
月
２
日
（
火
）〜
２
月
28
日
（
日
）

＊
3
月
２
日
～
７
日
は
閉
室

国宝　山越阿弥陀図　京都国立博物館

十七帖（宋拓）　王羲之　
上野有竹収集・上野精一氏寄贈　京都国立博物館

重要文化財　古今和歌集　巻下（寂恵本）

叡
尊

え
い
そ
ん

が
ん
じ
ん

ぎ
ょ
う
ね
ん



鑑が
ん

真じ
ん

（
六
八
八
～
七
六
三
）
は
、
中
国
・
唐
時
代
の
高
僧
で
、
律
の
大
家

と
し
て
尊
敬
を
集
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
本
で
の
戒
律
の
整
備
を
目
指

し
て
い
た
聖
武
天
皇
の
意
を
受
け
た
日
本
僧
・
栄よ

う

叡え
い

、普ふ

照
し
ょ
う

よ
り
懇
請
さ
れ
、

そ
の
地
位
を
な
げ
う
ち
、
五
度
の
日
本
へ
の
渡
航
失
敗
と
失
明
を
も
の
と
も

せ
ず
、
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）、
六
度
目
に
し
て
よ
う
や
く
日
本
の
地

を
踏
み
ま
し
た
。
そ
の
後
、
唐
招
提
寺
を
拠
点
に
、
中
国
正
統
の
律
の
教
え

を
日
本
に
定
着
さ
せ
、
日
本
仏
教
の
質
を
飛
躍
的
に
高
め
ま
し
た
。

律
と
は
、
僧
侶
の
集
団
生
活
を
行
う
上
で
生
じ
た
問
題
点
を
弟
子
が
釈
迦

に
聞
い
た
も
の
が
、
各
部
派
で
整
理
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
で
す
。
仏
教
が
中

国
に
伝
わ
っ
た
際
に
も
、
律
は
僧
侶
の
あ
る
べ
き
姿
を
示
す
も
の
と
し
て
重

視
さ
れ
ま
し
た
。
戒
律
を
学
ぶ
こ
と
は
、
僧
侶
と
は
何
か
、
仏
教
と
は
何
か

を
問
い
直
す
こ
と
で
も
あ
り
、
日
本
が
社
会
変
動
を
迎
え
る
た
び
に
、
幾
多

の
名
僧
が
戒
律
に
注
目
し
、
仏
教
の
革
新
運
動
を
起
こ
し
ま
し
た
。

特
に
鎌
倉
時
代
に
は
、
唐
招
提
寺
の
覚か

く

盛じ
ょ
う（

一
一
九
四
～
一
二
四
九
）、

西
大
寺
の
叡え

い

尊そ
ん

（
一
二
〇
一
～
一
二
九
〇
）、
泉
涌
寺
の
俊

し
ゅ
ん

（
一
一
六
六

～
一
二
二
七
）を
は
じ
め
、
没
後
七
〇
〇
年
を
迎
え
る
凝

ぎ
ょ
う

然ね
ん

（
一
二
四
〇
～

一
三
二
一
）な
ど
の
英
傑
が
登
場
し
、
戒
律
の
精
神
に
も
と
づ
き
社
会
福
祉

事
業
な
ど
を
行
い
広
範
な
支
持
を
集
め
ま
し
た
。
ま
た
、近
世
に
お
い
て
も
、

明
み
ょ
う

忍に
ん

（
一
五
七
六
～
一
六
一
〇
）
や
慈じ

雲う
ん

（
一
七
一
八
～
一
八
〇
五
）
な

ど
に
よ
っ
て
重
要
な
律
の
復
興
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
日
本
仏
教
の
恩
人
と
言
う
べ
き
鑑
真
の
遺
徳
を
偲
ぶ
と
と
も

に
、
戒
律
の
お
し
え
が
日
本
で
た
ど
っ
た
あ
ゆ
み
を
、
以
下
の
構
成
で
ご
紹

介
し
ま
す
。

第
一
章　

戒
律
の
ふ
る
さ
と
―
南
山
大
師
道
宣
に
至
る
み
ち
す
じ
―

第
二
章　

鑑
真
和
上
来
日
―
鑑
真
の
生
涯
と
唐
招
提
寺
の
創
建
―

第
三
章　

日
本
に
お
け
る
戒
律
思
想
の
転
換
点
―
最
澄
と
空
海
―

第
四
章　

日
本
に
お
け
る
戒
律
運
動
の
最
盛
期
―
鎌
倉
新
仏
教
と
社
会
運
動

第
五
章　

近
世
に
お
け
る
律
の
復
興

　

ま
た
、
国
宝
「
鑑
真
和
上
坐
像
」（
奈
良
・
唐
招
提
寺
）
に
つ
い
て
は
、

寺
外
で
の
公
開
は
十
二
年
ぶ
り
、
京
都
国
立
博
物
館
で
は
昭
和
五
十
一
年

（
一
九
七
六
）の「
日
本
国
宝
展
」以
来
、四
十
五
年
ぶ
り
に
展
示
い
た
し
ま
す
。

天
平
彫
刻
の
な
か
で
も
群
を
抜
い
た
写
実
表
現
で
、
ま
る
で
生
け
る
が
ご
と

く
あ
ら
わ
さ
れ
た
鑑
真
和
上
の
姿
を
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
大
原
嘉
豊
）

国宝　金銅舎利容器（金亀舎利塔）　奈良・唐招提寺
（通期展示）

重要文化財　俊　律師像　京都・泉涌寺（通期展示）

近
世
の
戒
律
復
興
は
こ
の
人
か
ら

中
国
に
渡
ろ
う
と
し
て
夢
果
た
せ
ず
、
道
中
の
対
馬
で
病
没

釈
迦
の
教
え
そ
の
も
の
を
重
視
し
、

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
を
独
学
で
学
ん
だ
本
格
派

本
場
・
中
国
で
学
ぶ
た
め
、

33
歳
に
し
て
南
宋
へ
渡
っ
た
学
究
の
徒

鑑
真
が
も
た
ら
し
た
仏
舎
利
を
奉
安
す
る
た
め
に
制
作
さ
れ
ま
し
た

国宝　興正菩薩（叡尊）坐像　善春作　奈良・西大寺（後期展示）

多
く
の
弟
子
を
持
っ
た
大
社
会
福
祉
事
業
家

諡
号
は
興
正
菩
薩

慈
雲

明
忍

大悲菩薩（覚盛）坐像　成慶作　奈良・唐招提寺（通期展示）

重要文化財　『南山教義章』巻第二十九（『華厳孔目章発悟記』巻第二十一紙背）（部分）　凝然筆　京都国立博物館（通期展示）

狼溝浦で難破する鑑真一行　重要文化財　東征伝絵巻　巻二（部分）　奈良・唐招提寺（通期展示、巻替あり〈この場面は 3月27日～4月18日展示〉）

慈雲巌上坐禅像　原在中筆　大阪・高貴寺（前期展示）

明忍律師像　京都・西明寺（通期展示）

叡
尊

俊し
ゅ
ん
じ
ょ
う

え
い
そ
ん

み
ょ
う
に
ん

じ
う
ん

覚
盛

「
鑑
真
の
再
来
」
と
称
さ
れ
た
、

蚊
も
殺
さ
な
い
人
格
者

か
く
じ
ょ
う



特
別
展
「
聖
地
を
た
ず
ね
て
─
西
国
三
十
三
所
の
信
仰
と
至
宝
─
」に
よ
せ
て

　
　
　 

　
　
　四
度
目
の
視
点

龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
副
館
長　

石
川
　
知
彦

表紙：国宝　山越阿弥陀図　京都国立博物館／国宝　蓮池水禽図（部分）　俵屋宗達筆　京都国立博物館／交趾釉牛置物（紫）　永樂得全作　鴻池善右衛門氏寄贈　京都国立博物館／
国宝　金剛般若経開題残巻（部分）　空海筆　京都国立博物館／国宝　鑑真和上坐像　奈良・唐招提寺（通期展示）／
重要文化財　東征伝絵巻　巻二（部分）　奈良・唐招提寺（通期展示、巻替あり＜この場面は 3月27日～ 4月18日展示＞）

国宝　日本書紀（岩崎本）（部分）　京都国立博物館

衣裳人形　猩々　京都国立博物館

国宝　日本書紀（吉田本）（部分）　京都国立博物館

　
「
古
典
籍
」
と
は
、
古
い
時
代
に
書
写
、

あ
る
い
は
印
刷
さ
れ
た
和
書
・
漢
籍
・
仏

典
な
ど
の
書
籍
を
さ
し
ま
す
。
日
本
に
は
、

中
国
と
朝
鮮
半
島
を
含
め
た
東
ア
ジ
ア
の

良
質
な
古
典
籍
が
数
多
く
伝
え
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

　

京
都
国
立
博
物
館
は
、
こ
れ
ら
の
屈
指

の
名
品
を
収
蔵
し
て
お
り
、
な
か
で
も
、

国
宝
に
指
定
さ
れ
る
二
つ
の
「
日
本
書
紀
」

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
は
、
平

安
時
代
（
十
世
紀
）
の
書
写
に
か
か
る
巻

第
二
十
二
お
よ
び
巻
第
二
十
四
、
い
ま
一

つ
は
、
鎌
倉
時
代
（
十
三
世
紀
）
に
卜
部

兼
方
が
書
写
し
た
神
代
巻
上
下
で
、
そ
れ

ぞ
れ
旧
蔵
者
に
ち
な
み
「
岩
崎
本
」「
吉
田

本
」
と
称
さ
れ
ま
す
。

　

周
知
の
よ
う
に
、『
日
本
書
紀
』
は
、
わ

が
国
に
お
け
る
最
初
の
勅
撰
国
史
と
し
て
、

養
老
四
年
（
七
二
〇
）
五
月
二
十
一
日
に

完
成
、
奏
上
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
二
年

（
二
〇
二
〇
）
は
、
成
立
か
ら
一
三
〇
〇
年

と
い
う
節
目
の
年
に
あ
た
る
こ
と
を
記
念

し
て
、
二
つ
の
国
宝
「
日
本
書
紀
」
を
中

心
に
、
東
ア
ジ
ア
の
優
れ
た
古
典
籍
を
展

示
い
た
し
ま
す
。　
　

（
羽
田　

聡
）

　

季
節
は
め
ぐ
り
、
本
年
も
ま

た
雛
ま
つ
り
の
時
節
を
迎
え
ま

し
た
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
へ
の
警
戒
も
あ
っ

て
、
例
年
の
よ
う
に
心
浮
き
立

つ
気
分
に
は
な
か
な
か
な
れ
そ

う
に
あ
り
ま
せ
ん
。
思
え
ば
、

江
戸
時
代
以
前
に
は
現
代
の
よ

う
な
ウ
イ
ル
ス
の
知
識
も
な

く
、
感
染
症
や
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

が
し
ば
し
ば
起
こ
り
、
人
々
を

悩
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て

人
形
は
、
そ
の
災
厄
か
ら
人
々
を
守
る
力
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
本
年
の
「
雛
ま
つ
り
と
人
形
」
で
は
、
恒
例
と
な
っ
て
い
る
関
西
風
の
御
殿
雛

飾
り
に
至
る
雛
人
形
の
歴
史
と
、
各
種
の
京
人
形
の
展
示
に
加
え
、
江
戸
時
代
の
人
々
が
疱

瘡
が
軽
く
す
む
こ
と
を
願
っ
て
飾
っ
た
猩
々
人
形
を
紹
介
し
ま
す
。
疱
瘡
と
は
天
然
痘
の
こ

と
で
、
予
防
接
種
が
普
及
す
る
ま
で
は
、
死
に
至
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
重
篤
な
感
染
症
で

し
た
。
全
身
に
で
き
も
の
が
生
じ
、
治
癒
し
た
と

し
て
も
し
ば
し
ば
そ
の
痕
が
あ
ば
た
と
な
っ
て
残

る
た
め
、
た
い
へ
ん
恐
れ
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

　

疱
瘡
を
引
き
起
こ
す
疱
瘡
神
は
赤
い
も
の
を
好

む
と
さ
れ
、
猩
々
は
疱
瘡
神
と
同
一
視
さ
れ
て
い

ま
し
た
。「
猩
々
」
は
能
の
演
目
と
し
て
も
知
ら

れ
る
、
汲
め
ど
も
尽
き
ぬ
酒
壺
を
人
間
に
与
え
る

全
身
赤
づ
く
め
の
精
霊
で
す
。
こ
の
た
び
の
展
示

で
は
、
猩
々
人
形
の
力
を
借
り
て
、
感
染
症
の
収

束
を
祈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

（
山
川　

曉
）

日
本
書
紀
成
立
一
三
〇
〇
年
記
念  

特
集
展
示

国
宝
「
日
本
書
紀
」と
東
ア
ジ
ア
の
古
典
籍

令
和
３
年
２
月
４
日
（
木
）～
２
月 

28
日
（
日
）

【
平
成
知
新
館
１
Ｆ
―
３
・
４
】

【
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ト
ナ
ー
一
覧
】 

※
令
和
２
年
12
月
末
現
在

京
都
国
立
博
物
館
の
賛
助
会
員
制
度
で
す
。
当
館

の
活
動
に
つ
い
て
幅
広
く
ご
支
援
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

三
州
ペ
イ
ン
ト
株
式
会
社
／

有
限
会
社
竹
内
美
術
店
／
土
屋 

和
之
／

株
式
会
社SC

REEN

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
／

株
式
会
社 

俄
／N

ISSH
A

株
式
会
社
／

彌
榮
自
動
車
株
式
会
社
／

学
校
法
人　

二
本
松
学
院

【
キ
ャ
ン
パ
ス
メ
ン
バ
ー
ズ
一
覧
】

※
令
和
２
年
12
月
末
現
在

会
員
で
あ
る
大
学
や
専
修
学
校
の
学
生
お
よ
び
職

員
の
皆
様
に
、
当
館
名
品
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
無
料
で

観
覧
い
た
だ
け
る
機
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
特
典
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

確
認
下
さ
い
。

学
校
法
人　

瓜
生
山
学
園
／

国
立
大
学
法
人　

大
阪
大
学
／

大
阪
大
谷
大
学
／
大
谷
大
学
／

大
手
前
大
学
／
学
校
法
人　

関
西
大
学
／

学
校
法
人　

関
西
学
院
／
京
都
大
学
／

学
校
法
人　

京
都
外
国
語
大
学
／

国
立
大
学
法
人　

京
都
教
育
大
学
／

京
都
工
芸
繊
維
大
学
／

学
校
法
人　

京
都
産
業
大
学
／

学
校
法
人　

京
都
女
子
学
園
／

京
都
市
立
芸
術
大
学
／
京
都
精
華
大
学
／

京
都
橘
大
学
／
京
都
府
立
大
学
／

近
畿
大
学
／
嵯
峨
美
術
大
学
／

国
立
大
学
法
人　

滋
賀
大
学
／

四
天
王
寺
大
学
／
就
実
大
学
／

成
安
造
形
大
学
／
帝
塚
山
大
学
／

学
校
法
人　

同
志
社
／
奈
良
大
学
／

奈
良
女
子
大
学
／

奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
／

学
校
法
人　

二
本
松
学
院
／
花
園
大
学
／

佛
教
大
学
／
学
校
法
人　

立
命
館
／

龍
谷
大
学

特
集
展
示

雛
ま
つ
り
と
人
形

令
和
３
年
2
月
９
日
（
火
）～
３
月 

７
日
（
日
）  

【
平
成
知
新
館
１
Ｆ
─
２
】

　土曜講座

1月16 日 「丑づくし―牛と日本人―」
  京都国立博物館研究員 古谷 毅
1月 23日 「日本の文化財修理 120 年」　
  京都国立博物館研究員 森 道彦
1月 30日 対談「漆器の修理ってどんなん？」　
  漆芸家 北村 繁 氏、京都国立博物館教育室長 永島明子
2月  6 日 「上野家の贈り物─上野コレクションと上野記念財団─」　
  京都国立博物館名誉職員 赤尾栄慶 氏
2月13 日 「九州と近畿の弥生・古墳時代―弥生土器の成立と埴輪・須恵器―」 
  京都国立博物館研究員 古谷 毅
2月 20日 「上野コレクションの形成と中国絵画」　　　 
  京都国立博物館調査・国際連携室長 呉 孟晋
2月 20日 「２つの国宝「日本書紀」」　　 
  京都国立博物館美術室長兼列品管理室長 羽田 聡
※平成知新館 講堂にて、13時30分～15時に開催。定員100名、聴講無料（ただし当日の観覧券等が必要）。
※当日 12 時より、平成知新館 1 階グランドロビーにて整理券を配布し、定員になり次第、配布を終了
します。整理券配布の待ち列が長くなり、適切な間隔が保てないと判断した場合には、配布の開始を早
めさせていただきます。

　イベント

《 新春大念佛狂言》
日　時：2021 年 1 月 10 日（日） 11 時～、14 時～　＊各回約 60分
場　所：平成知新館 講堂

《 芸舞妓 春の舞》
日　時：2021 年 1 月 11 日（月・祝） 11 時～、13 時～　＊各回約 30分
場　所：平成知新館 講堂

【参加方法】上記のいずれも、当日10 時より、平成知新館 1 階グランドロビーにて各回の整理券を配布し、
定員になり次第、配布を終了します。定員 100 名（予定）、無料（ただし、当日の観覧券等が必要）。

《 京都・らくご博物館【冬】～早春寄席～ vol.58》
日　時：2021 年 2 月 26日（金） 18時 30分開演（18時開場）
会　場：平成知新館 講堂
出　演：桂米輝　桂吉の丞　桂団朝　＜中入＞　桂よね吉　桂塩鯛
入場料：3,200 円（キャンパスメンバーズは学生証提示により2,600 円）
　　　　※全席指定、名品ギャラリー無料観覧券付
※チケットご希望の方はお電話、またはウェブサイトよりお申し込みください。
　申し込み先：お電話／博物館事業推進係 075-531-7504〈月～金の 10 ～ 12 時・13 ～ 17 時に受付
　＊祝日は除く〉ウェブサイト／ https://www.kyohaku.go.jp　らくご博物館【冬】申し込み画面

《 特別展「鑑真和上と戒律のあゆみ」記念講演会》
「鑑真和上の教え」西山明彦 師（律宗管長、唐招提寺八十八世長老）

日　時：3 月27日（土） 13 時30分～15時（13 時開場）
会　場：平成知新館 講堂
※平成知新館 講堂にて 13 時 30 分～ 15 時に開催。定員 100 名、聴講無料（ただし講演会当日の特別
　展観覧券が必要）。参加方法は、当館ウェブサイト、または展覧会公式サイトをご覧ください。

新型コロナウイルス感染症の感染予防、拡大防止のため、展覧会やイベン
トの中止や延期、会期や展示期間の変更などを行う場合がありますので、
最新情報については、当館ウェブサイト等をご確認くださいますようお願
いいたします。

【ご来館くださる皆様へ】
当館では、新型コロナウイルスの感染拡大予防のための取り組みを行ってお
ります。安心して博物館をお楽しみいただける環境維持のため、マスクの着
用、検温など、皆様のご理解、ご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。



特
別
展
「
聖
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を
た
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ね
て
─
西
国
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十
三
所
の
信
仰
と
至
宝
─
」に
よ
せ
て

　四
度
目
の
視
点

龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
副
館
長　

石
川
　
知
彦

　
想
い
も
よ
ら
ぬ
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
予
定
よ
り
三
ヶ
月
遅
れ
と
は
い
え
、
西

国
三
十
三
所
展
が
無
事
に
開
催
で
き
た
こ
と
は
、
主
催
者
・
観
覧
者
と
も
に

大
い
な
る
喜
び
で
あ
っ
た
ろ
う
。
西
国
観
音
霊
場
三
十
三
札
所
寺
院
を
テ
ー

マ
と
す
る
展
覧
会
は
、
実
は
今
回
が
四
度
目
で
、
最
初
に
大
阪
で
開
催
さ
れ

た
展
覧
会
の
担
当
と
い
う
理
由
で
、
筆
者
が
こ
の
欄
の
執
筆
者
に
選
ば
れ
た

よ
う
だ
。

　
そ
の
一
回
目
は
一
九
八
七
年
大
阪
市
立
美
術
館
に
て
、
花
山
法
皇
中
興

一
千
年
記
念
と
し
て
の
展
観
、
二
回
目
は
一
九
九
五
年
、
東
京
池
袋
に
あ
っ

た
東
武
美
術
館
と
京
都
文
化
博
物
館
と
の
巡
回
で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
、
三

回
目
が
二
〇
〇
八
年
奈
良
国
立
博
物
館
と
名
古
屋
市
博
物
館
に
て
、
花
山
法

皇
一
千
年
遠
忌
を
記
念
し
て
の
開
催
で
、
四
回
目
の
今
回
が
、
徳
道
上
人
に

よ
る
草
創
一
三
〇
〇
年
を
記
念
し
て
の
開
催
で
あ
っ
た
。
同
一
テ
ー
マ
の
展

覧
会
が
四
回
あ
る
と
、
そ
れ
ら
を
比
較
検
討
、
分
析
し
た
が
る
の
は
学
芸
員

の
悪
い
癖
、
三
十
三
所
の
至
宝
や
巡
礼
の
魅
力
を
語
っ
て
ほ
し
い
の
だ
ろ
う

な
と
想
像
し
つ
つ
も
、
こ
こ
は
筆
者
の
身
勝
手
に
お
付
き
合
い
頂
け
た
ら
と

思
う
。

　
四
回
の
展
覧
会
を
と
お
し
て
、
ま
ず
目
に
止
ま
る
の
は
、
毎
回
新
発
見
の

文
化
財
が
複
数
加
わ
り
、
何
度
開
催
し
て
も
観
覧
者
を
飽
き
さ
せ
な
い
こ
と

で
あ
る
。
例
え
ば
二
回
目
で
は
、
清
水
寺
の
参
詣
曼
荼
羅
や
播
磨
清
水
寺
の

大
字
法
華
経
（
新
指
定
重
文
）、
華
厳
寺
の
刺
繡
本
西
国
三
十
三
所
観
音
像
な

ど
が
新
た
に
出
品
さ
れ
た
。
三
回
目
で
は
さ
ら
に
、
圓
教
寺
の
か
つ
て
の
札

所
本
尊
で
あ
る
如
意
輪
観
音
坐
像
、
そ
し
て
開
山
の
性
空
上
人
坐
像
を
は
じ

め
、
施
福
寺
か
ら
は
空
海
所
縁
の
「
舳
先
観
音
」
と
伝
承
さ
れ
る
千
手
観
音

立
像
と
千
手
陀
羅
尼
経
、
清
水
寺
奥
院
本
尊
の
千
手
観
音
坐
像
（
新
指
定
重

文
）、
善
峯
寺
の
法
華
経
安
楽
行
品
な
ど
が
初
出
品
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
今
回

は
六
角
堂
頂
法
寺
の
如
意
輪
観
音
坐
像
二
軀
を
は
じ
め
、粉
河
寺
本
堂
の
「
裏

観
音
」
千
手
観
音
立
像
、
宝
厳
寺
の
聖
観
音
立
像
、
六
波
羅
蜜
寺
の
陸
信
忠

筆
十
王
図
な
ど
が
新
規
出
品
で
あ
っ
た
。
ま
た
番
外
札
所
、
元
慶
寺
の
梵
天
・

帝
釈
天
立
像
は
、
修
復
を
終
え
て
本
来
の
素
晴
ら
し
い
姿
を
見
せ
て
く
れ
た
。

三
十
三
所
寺
院
の
宝
物
の
懐
の
深
さ
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。

　
次
に
注
目
す
べ
き
は
、
章
立
て
や
図
録
掲
載
の
論
文
選
定
と
い
っ
た
全
体

構
成
に
関
わ
る
点
で
あ
る
。
二
回
目
で
は
、
観
音
信
仰
研
究
の
大
家
・
故
速

水
侑
先
生
と
、
京
都
文
博
の
学
芸
員
・
大
塚
活
美
氏
に
よ
る
歴
史
系
の
各
論

二
本
が
掲
載
さ
れ
た
の
が
特
徴
で
あ
ろ
う
。
ま
た
三
回
目
で
は
、
密
教
学
の

権
威
・
故
頼
富
本
宏
先
生
の
総
論
に
加
え
、「
第
四
章
　
法
華
経
」
と
「
第
六

章
　
浄
土
」
の
テ
ー
マ
が
立
て
ら
れ
、
観
音
信
仰
を
ア
ジ
ア
全
般
か
ら
捉
え

よ
う
と
い
う
新
た
な
る
視
点
が
付
加
さ
れ
た
。
そ
し
て
今
回
は
、
徳
道
に
よ

る
地
獄
巡
り
の
説
話
に
ち
な
み
、
補
陀
落
浄
土
の
対
極
に
あ
る
「
第
二
章
　

地
獄
の
す
が
た
」
が
設
定
さ
れ
た
。
ま
た
「
第
四
章
　
聖
地
へ
の
い
ざ
な
い
」

で
は
、
各
札
所
の
参
詣
曼
荼
羅
が
、
伽
藍
の
再
興
を
促
す
古
文
書
と
と
も
に

展
示
さ
れ
た
の
が
新
し
い
試
み
と
い
え
、
こ
れ
は
図
録
冒
頭
の
総
論
「
中
世

の
文
字
資
料
か
ら
み
た
西
国
三
十
三
所
」
と
と
も
に
、
主
担
者
で
あ
る
羽
田

聡
氏
の
本
展
覧
会
に
か
け
る
思
い
入
れ
が
結
実
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
筆
者
が
第
一
回
目
の
展
覧
会
を
担
当
し
た
の
は
、
入
社
三
年
目
。
当
時
主

任
学
芸
員
で
あ
っ
た
故
阪
井
卓
さ
ん
の
も
と
で
、
若
造
が
好
き
な
よ
う
に
さ

せ
て
頂
い
た
。
こ
れ
以
降
、
三
十
三
所
の
札
所
寺
院
の
皆
さ
ん
か
ら
頂
戴
し

た
ご
厚
情
は
計
り
知
れ
な
い
。
何
度
展
覧
会
を
開
催
し
て
も
色
褪
せ
ず
、
次

か
ら
次
へ
と
新
発
見
の
宝
物
が
見
出
さ
れ
、
様
々
な
新
視
点
を
我
々
に
提
供

し
続
け
て
く
れ
る
三
十
三
所
寺
院
。
さ
て
次
は
い
つ
、
ど
ん
な
展
覧
会
に
な

る
の
か
、
今
か
ら
楽
し
み
で
あ
る
。

表紙：国宝　山越阿弥陀図　京都国立博物館／国宝　蓮池水禽図（部分）　俵屋宗達筆　京都国立博物館／交趾釉牛置物（紫）　永樂得全作　鴻池善右衛門氏寄贈　京都国立博物館／
国宝　金剛般若経開題残巻（部分）　空海筆　京都国立博物館／国宝　鑑真和上坐像　奈良・唐招提寺（通期展示）／
重要文化財　東征伝絵巻　巻二（部分）　奈良・唐招提寺（通期展示、巻替あり＜この場面は 3月27日～ 4月18日展示＞）

国宝　日本書紀（岩崎本）（部分）　京都国立博物館

衣裳人形　猩々　京都国立博物館

国宝　日本書紀（吉田本）（部分）　京都国立博物館

「
古
典
籍
」
と
は
、
古
い
時
代
に
書
写
、

あ
る
い
は
印
刷
さ
れ
た
和
書
・
漢
籍
・
仏

典
な
ど
の
書
籍
を
さ
し
ま
す
。
日
本
に
は
、

中
国
と
朝
鮮
半
島
を
含
め
た
東
ア
ジ
ア
の

良
質
な
古
典
籍
が
数
多
く
伝
え
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

京
都
国
立
博
物
館
は
、
こ
れ
ら
の
屈
指

の
名
品
を
収
蔵
し
て
お
り
、
な
か
で
も
、

国
宝
に
指
定
さ
れ
る
二
つ
の
「
日
本
書
紀
」

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
は
、
平

安
時
代
（
十
世
紀
）
の
書
写
に
か
か
る
巻

第
二
十
二
お
よ
び
巻
第
二
十
四
、
い
ま
一

つ
は
、
鎌
倉
時
代
（
十
三
世
紀
）
に
卜
部

兼
方
が
書
写
し
た
神
代
巻
上
下
で
、
そ
れ

ぞ
れ
旧
蔵
者
に
ち
な
み
「
岩
崎
本
」「
吉
田

本
」
と
称
さ
れ
ま
す
。

周
知
の
よ
う
に
、『
日
本
書
紀
』
は
、
わ

が
国
に
お
け
る
最
初
の
勅
撰
国
史
と
し
て
、

養
老
四
年
（
七
二
〇
）
五
月
二
十
一
日
に

完
成
、
奏
上
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
二
年

（
二
〇
二
〇
）
は
、
成
立
か
ら
一
三
〇
〇
年

と
い
う
節
目
の
年
に
あ
た
る
こ
と
を
記
念

し
て
、
二
つ
の
国
宝
「
日
本
書
紀
」
を
中

心
に
、
東
ア
ジ
ア
の
優
れ
た
古
典
籍
を
展

示
い
た
し
ま
す
。

（
羽
田　

聡
）

季
節
は
め
ぐ
り
、
本
年
も
ま

た
雛
ま
つ
り
の
時
節
を
迎
え
ま

し
た
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
へ
の
警
戒
も
あ
っ

て
、
例
年
の
よ
う
に
心
浮
き
立

つ
気
分
に
は
な
か
な
か
な
れ
そ

う
に
あ
り
ま
せ
ん
。
思
え
ば
、

江
戸
時
代
以
前
に
は
現
代
の
よ

う
な
ウ
イ
ル
ス
の
知
識
も
な

く
、
感
染
症
や
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

が
し
ば
し
ば
起
こ
り
、
人
々
を

悩
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て

人
形
は
、
そ
の
災
厄
か
ら
人
々
を
守
る
力
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

そ
こ
で
、
本
年
の
「
雛
ま
つ
り
と
人
形
」
で
は
、
恒
例
と
な
っ
て
い
る
関
西
風
の
御
殿
雛

飾
り
に
至
る
雛
人
形
の
歴
史
と
、
各
種
の
京
人
形
の
展
示
に
加
え
、
江
戸
時
代
の
人
々
が
疱

瘡
が
軽
く
す
む
こ
と
を
願
っ
て
飾
っ
た
猩
々
人
形
を
紹
介
し
ま
す
。
疱
瘡
と
は
天
然
痘
の
こ

と
で
、
予
防
接
種
が
普
及
す
る
ま
で
は
、
死
に
至
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
重
篤
な
感
染
症
で

し
た
。
全
身
に
で
き
も
の
が
生
じ
、
治
癒
し
た
と

し
て
も
し
ば
し
ば
そ
の
痕
が
あ
ば
た
と
な
っ
て
残

る
た
め
、
た
い
へ
ん
恐
れ
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

疱
瘡
を
引
き
起
こ
す
疱
瘡
神
は
赤
い
も
の
を
好

む
と
さ
れ
、
猩
々
は
疱
瘡
神
と
同
一
視
さ
れ
て
い

ま
し
た
。「
猩
々
」
は
能
の
演
目
と
し
て
も
知
ら

れ
る
、
汲
め
ど
も
尽
き
ぬ
酒
壺
を
人
間
に
与
え
る

全
身
赤
づ
く
め
の
精
霊
で
す
。
こ
の
た
び
の
展
示

で
は
、
猩
々
人
形
の
力
を
借
り
て
、
感
染
症
の
収

束
を
祈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
山
川　

曉
）

【
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ト
ナ
ー
一
覧
】

※
令
和
２
年
12
月
末
現
在

京
都
国
立
博
物
館
の
賛
助
会
員
制
度
で
す
。
当
館

の
活
動
に
つ
い
て
幅
広
く
ご
支
援
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

三
州
ペ
イ
ン
ト
株
式
会
社
／

有
限
会
社
竹
内
美
術
店
／
土
屋
和
之
／

株
式
会
社SC

REEN

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
／

株
式
会
社
俄
／N

ISSH
A

株
式
会
社
／

彌
榮
自
動
車
株
式
会
社
／

学
校
法
人　

二
本
松
学
院

【
キ
ャ
ン
パ
ス
メ
ン
バ
ー
ズ
一
覧
】

※
令
和
２
年
12
月
末
現
在

会
員
で
あ
る
大
学
や
専
修
学
校
の
学
生
お
よ
び
職

員
の
皆
様
に
、
当
館
名
品
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
無
料
で

観
覧
い
た
だ
け
る
機
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
特
典
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

確
認
下
さ
い
。

学
校
法
人　

瓜
生
山
学
園
／

国
立
大
学
法
人　

大
阪
大
学
／

大
阪
大
谷
大
学
／
大
谷
大
学
／

大
手
前
大
学
／
学
校
法
人　

関
西
大
学
／

学
校
法
人　

関
西
学
院
／
京
都
大
学
／

学
校
法
人　

京
都
外
国
語
大
学
／

国
立
大
学
法
人　

京
都
教
育
大
学
／

京
都
工
芸
繊
維
大
学
／

学
校
法
人　

京
都
産
業
大
学
／

学
校
法
人　

京
都
女
子
学
園
／

京
都
市
立
芸
術
大
学
／
京
都
精
華
大
学
／

京
都
橘
大
学
／
京
都
府
立
大
学
／

近
畿
大
学
／
嵯
峨
美
術
大
学
／

国
立
大
学
法
人　

滋
賀
大
学
／

四
天
王
寺
大
学
／
就
実
大
学
／

成
安
造
形
大
学
／
帝
塚
山
大
学
／

学
校
法
人　

同
志
社
／
奈
良
大
学
／

奈
良
女
子
大
学
／

奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
／

学
校
法
人　

二
本
松
学
院
／
花
園
大
学
／

佛
教
大
学
／
学
校
法
人　

立
命
館
／

龍
谷
大
学
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◆ 部分開館および庭園のみ開館の予定 ◆
特別展の前後を含めた期間は、展示作業等のため、名品ギャラリー
を休止しております。ご来館の皆様にはご不便をおかけいたしま
すが、ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

名品ギャラリー部分開館 ： 2021 年 3 月2 日（火）～ 3 月 7 日（日）
　  ＊ 2F、1F-1・２（3F、1F- ３～６は閉室）

庭園のみ開館期間：2021 年 3 月9日（火）～ 3 月25 日（木）

ご利用案内
［開館時間］ <12月19日～2021年 3月7日>
  9：30～ 17：00　

 <2021年 3 月 27日～5月16日>
 「鑑真和上と戒律のあゆみ」展の開催時間は、当館ウェブサイ

トおよび展覧会公式サイト（https://ganjin2021.jp/）をご覧
ください。
※入館は各閉館の 30分前まで　※夜間開館は実施しません

［観覧料］  【名品ギャラリー】<12月19日～2021年 3月7日>
  一般 700円、大学生350円

＊高校生以下および満 18 歳未満、満 70 歳以上無料、障害者
　  とその介護者 1 名は無料（要証明）。

＊キャンパスメンバーズ（含教員）は学生証または教職員証を
　  ご提示いただくと、無料となります。

 【庭園のみ開館期間】<2021年3月9日～3月25日>
  一般 300円、大学生150円

＊高校生以下および満 18 歳未満、満 70 歳以上無料、障害者
　  とその介護者 1 名は無料（要証明）。

＊キャンパスメンバーズ（含教員）は学生証または教職員証を
　  ご提示いただくと、無料となります。

＊有料（一般のみ）にてご入館の方には、庭園ガイド冊子がつき
   ます。

 【特別展】<2021年3月27日～5月16日>
 一般1800円、大学生1200円、高校生700円

＊中学生以下、障害者の方とその介護者 1 名は無料（要証明 )。
＊大学生・高校生の方は学生証をご提示ください。
＊その他観覧料の詳細は、当館ウェブサイト、または展覧会公式サイト

　をご覧ください。

＊特別展期間中、名品ギャラリー（平常展示）は休止となります。

［休館日］  月曜日（月曜日が祝日の場合は開館し、翌火曜日休館）、

12月28日～2021年1月1日、3月26日

アクセス
ＪＲ＝京都駅下車、市バスＤ２のりばより206・208 号系統、
Ｄ１のりばより100号系統にて博物館・三十三間堂前下車すぐ
プリンセスラインバス京都駅八条口のりばより京都女子大学前
行にて東山七条下車、徒歩１分
近鉄電車＝丹波橋駅下車、京阪電車丹波橋駅から出町柳方面
行にて七条駅下車、東へ徒歩７分
京阪電車＝七条駅下車、東へ徒歩７分
阪急電車＝河原町駅下車、京阪電車祇園四条駅から大阪方面
行きにて七条駅下車、東へ徒歩７分
駐車場は有料となっております。ご来館の際は、なるべく公共
交通機関をご利用ください。

＊「博物館だより」を郵送ご希望の方は、返信用封筒（角２封筒は120円、
長３封筒は 94 円切手貼付、宛名明記）を同封して、当館企画室ま
でお申し込みください。
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　土曜講座

1月16 日 「丑づくし―牛と日本人―」
  京都国立博物館研究員 古谷 毅
1月 23日 「日本の文化財修理 120 年」　

京都国立博物館研究員 森 道彦
1月 30日 対談「漆器の修理ってどんなん？」　

漆芸家 北村 繁 氏、京都国立博物館教育室長 永島明子
2月  6 日 「上野家の贈り物─上野コレクションと上野記念財団─」　

  京都国立博物館美術室長兼列品管理室長 羽田 聡
※平成知新館 講堂にて、13時30分～15時に開催。定員100名、聴講無料（ただし当日の観覧券等が必要）。
※当日 12 時より、平成知新館 1 階グランドロビーにて整理券を配布し、定員になり次第、配布を終了
します。整理券配布の待ち列が長くなり、適切な間隔が保てないと判断した場合には、配布の開始を早
めさせていただきます。

　イベント

《 新春大念佛狂言》
日　時：2021 年 1 月 10 日（日） 11 時～、14 時～　＊各回約 60分
場　所：平成知新館 講堂

《 芸舞妓 春の舞》
日　時：2021 年 1 月 11 日（月・祝） 11 時～、13 時～　＊各回約 30分
場　所：平成知新館 講堂

【参加方法】上記のいずれも、当日10 時より、平成知新館 1 階グランドロビーにて各回の整理券を配布し、
定員になり次第、配布を終了します。定員 100 名（予定）、無料（ただし、当日の観覧券等が必要）。

《 京都・らくご博物館【冬】～早春寄席～ vol.58》
日　時：2021 年 2 月 26日（金） 18時 30分開演（18時開場）
会　場：平成知新館 講堂
出　演：桂米輝　桂吉の丞　桂団朝　＜中入＞　桂よね吉　桂塩鯛
入場料：3,200 円（キャンパスメンバーズは学生証提示により2,600 円）

※全席指定、名品ギャラリー無料観覧券付
※チケットご希望の方はお電話、またはウェブサイトよりお申し込みください。

申し込み先：お電話／博物館事業推進係 075-531-7504〈月～金の 10 ～ 12 時・13 ～ 17 時に受付
＊祝日は除く〉ウェブサイト／ https://www.kyohaku.go.jp　らくご博物館【冬】申し込み画面

《 特別展「鑑真和上と戒律のあゆみ」記念講演会》
「鑑真和上の教え」西山明彦 師（律宗管長、唐招提寺八十八世長老）

日　時：3 月27日（土） 13 時30分～15時（13 時開場）
会　場：平成知新館 講堂
※平成知新館 講堂にて 13 時 30 分～ 15 時に開催。定員 100 名、聴講無料（ただし講演会当日の特別

展観覧券が必要）。参加方法は、当館ウェブサイト、または展覧会公式サイトをご覧ください。

新型コロナウイルス感染症の感染予防、拡大防止のため、展覧会やイベン
トの中止や延期、会期や展示期間の変更などを行う場合がありますので、
最新情報については、当館ウェブサイト等をご確認くださいますようお願
いいたします。

【ご来館くださる皆様へ】
当館では、新型コロナウイルスの感染拡大予防のための取り組みを行ってお
ります。安心して博物館をお楽しみいただける環境維持のため、マスクの着
用、検温など、皆様のご理解、ご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。

  京都国立博物館名誉職員 赤尾栄慶 氏
2月13 日 「九州と近畿の弥生・古墳時代―弥生土器の成立と埴輪・須恵器―」 

京都国立博物館研究員 古谷 毅
2月 20日 「上野コレクションの形成と中国絵画」　
  京都国立博物館調査・国際連携室長 呉 孟晋
2月 28日 「２つの国宝「日本書紀」」　　
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